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　アンケートは、「 5．たいへん良くできた」「 4．かなりできた」「 3．できた」「 2．あまり




（Q 1 、評価 3⇒ 4）。
























































































































































　・以前より大きな声であいさつができるようになった（Q 1 、評価 4⇒ 5）。
　・交流大会の雰囲気が良かったので、自然と笑顔でいれた（Q 3 、評価 3⇒ 4）。
　・予定していたルール内容ではうまくいかない点もあったので、後半ではその点を改善する
ように試みた（Q 4 、評価 3⇒ 4）。
　・会場がとても楽しそうだったので積極的にすることができた（Q 5 、評価 4⇒ 5）。
　・どうすれば楽しんでもらえるか考えながらできた（Q 5 、評価 4⇒ 5）。
　・皆で意見や案を出しているうちに、だんだん楽しくなってきて、積極的にブースに参加し


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 1 ） 大会目的である「他校の学生との交流」を促進するためにレクリエーションという方法、
手段が有効であることを学生自身が実感できた。
 2 ） さらに、それを効果的にするための技法や手段を自分たちの取り組みや、他校学生の取
り組みから学び取ることができた。
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